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2022-23 年度国際ロー タ リー テー マ  

「 イ マ ジ ン  ロー タ リ ー 」  

2 022-23 年度 ク ラブ テー マ  

「 ロ ー タ リ ー を 学 び 、 語 り 、  

奉仕 を 実践 し て い こ う 。 “Ｔ ｈ ｉ ｎ ｋ ”」  

 

週  報  第２６８８回  

２０２３年２月１７日  

              八千代ロータリークラブ  CLUB NO.15070 

今 回 例 会 行 事         テーマ：今 ﾄﾚﾝﾄﾞの ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄｶﾀｶﾅ用語  

 及び会員増強について  

担  当：会員増強委員会     卓話者：三井啓久会員  

次 回 例 会 ２月２４日 テーマ：クラブ協議会  

担  当：研修会   
♦ ♢ ♦ ♢第 ２ ６ ８ ７例会 ♢ ♦ ♢ ♦  

 
司会  中島貞好  

 
「 奉仕の理想 」  「 四つのテス ト 」  
 

会 長 挨 拶      会 長  杉  晟  
 

皆さん 、 こんにちは 。  
今日は 、日本の近代資本主義の父 と され
る渋沢栄一について語ります 。  
皆さんご存じの通 り 2024 年度に 、一万円
札 の 肖 像 と な る 方 で す 。 ま た 、 「 ロ ー タ リ
ーの心 」の持ち主でもあ り ます 。  
 
 皆さん 、渋沢栄一著 「論語と算盤 」の本
はご存じでし ょ うか 。 この本がなぜビジネ
スマンに読み継がれるのか？  
渋沢栄一 は 日 本 の 近 代 資本主義 の 父 と
さ れ る人物で 、 六百社近 く の創業に関与
し て い る彼の思想は 、 日本企業の原点 と
も言え る 。大正五 （ 1916） 年 に刊行 された
『論語 と算盤 』が 、今なお多 くの経営者や
起業家に読み継がれているのか 。現代に
も通 じ る 「 道徳 と経済 」 の考え方を学べ る
一冊 で 、 教養本 と い え る 本 です 。 気 軽に
親しんでもら うために現代語で編まれたも
のです。  
その巻頭言としては  
大阪大学名誉教授  加地伸行氏が 、 「 論
語 と 算 盤 」 の 紹 介 を 、 「 日 本 企 業 の 先 駆

者の 汲め ど 尽 き せ ぬ知 恵 」 と し て 書 か れ
たこ とを抜粋します 。  
「 渋沢は 、彼の在世した ころ日本を次のよ
う に 述べ て い る 。 江戸時代以来 、 道 徳教
育 を受けて いた の は武士層で あ り 、 農工
商 に は そ れ が 乏 し か っ た 。 そ の た め 、 彼
が関わる商業界では 、収益だけが目的の
拝金主義 となって し まっ てい る 。一方 、武
士層は朱子学的道徳教育であったため 、
問 題 が あ っ た と す る 。 す な わ ち 、 現 実 を
念頭に置かず 、道徳のための道徳教育と
い う よ う な原理主義的であったため 、空理
空論 と なっていた 。いわゆ る道学であ り 、
現実 と遊離していた とす る 。 これは 、国家
を衰弱させる 。  
道徳なき商業における拝金主義 と空理空
論の道徳論者の商業蔑視 と 、 こ の両者に
引 き 裂 か れ て い る 実 情 に 対 し て 、 渋 沢
は、現実社会において生きる こ とのできる
道 徳 に 基 づ い た 商 業 を め ざ し た の で あ
る 。 そ れ を 可 能 と す る 接 着 剤 、 商 業 と 道
徳の接着剤と し て渋沢が選んだのが儒教
（論語 ）であった 。  
渋沢は 、根本問題 と し て教育について発
言 し て い る 。 す な わ ち 、 教 育 は知識教育
に偏ってお り 、徳育が疎かになっている 。
知 育 と 徳 育 と の 併 行 が必 要 と す る 。 な ぜ
なら 、 この徳育があってこそ 、商業の公共
性 ・社会性を身につける こ と がで き る か ら
で あ る 。 そ れ が 拝金主義 ・ 利己主義 を 抑
止すると渋沢は考えている 。  
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その意味では 、本書は 、人生論でもあ り 、
人間論で も あ り 、 経営哲学で も あ り 、 そ し
て利殖 （利益 ） と の関わ り を 中心に し て説
く道徳論でもある 。  
そ の 間 、 一 貫 し て い る も の は 、 人 間 の 品
位であ り 、 その品位の美し さであ る 。品格
でもある 。平成 18 年以来のこ こ数年 、藤
原 正 彦 氏 著 「 国 家 の 品 格 」 が よ く 読 ま れ
て い る が 、 本 書 は そ こ に 通 ず る も の が あ
る 。 あ え て 言 え ば 、 本 書 は 「 経 済 人 の 品
格 」 とい う書名であってもおかし くない 。  
日本 の 経 済人 は 、 い ま さ ま ざ ま な 難 し い
問題 を 前 に し て い る が 、 本 書 が取 り 上 げ
て い る 問 題 と 本 質 と に お い て は ほ と ん ど
同 じ で あ る 。 そ れ は 、 利 益 [私 ]と 道 徳 の
[公 ]と の関係 とい う古来の難問である 。そ
の 解 釈 に つい て 、 渋 沢 栄一 と い う 、 日 本
企業の先駆者が 、 官 を 辞 し て 、 あ え て 経
済人 と し て 生 き き っ た そ の 壮絶 な生涯に
お け る こ れ ら 訓 話 に 、 汲 め ど 尽 き せ ぬ知
恵が湧き出ている 」 と記されている 。  
 
さ て 、書籍 「 論語 と算盤 」 で学べる一番

大事な こ とは 、一言でい う と以下の １文で
す 。 論 語 を 元 に し た 道徳心 と 、 自 己 を 高
め るた めの善意の競争に よ る経済 と の融
合 に よ り 、 社 会 全 体 の 富 が 保 た れ る 。 渋
沢 栄 一 は 、 幕 末 か ら 明 治 ・ 大 正 ・ 昭 和 ま
でを生き抜いた起業家です 。明治時代に
は 、 大 蔵省 を 経 て 、 起 業家 と し て 約 480
社の会社設立に関わ り 、 「 日 本資本主義
の父 」 と 呼 ば れ て い ま す 。 み ず ほ 銀 行や
王子製紙、帝国ホテル 、キ リ ンビール 、ア
サ ヒビール 、サ ッポ ロビール、 JR 東日本、
東急電鉄 、日経新聞 、東京電力 、東京ガ
ス 、 東京海上ホールデ ィ ン グ ス 株式会社
など 、数々の大企業の設立には彼が関わ
っています 。 また同時期に 、約 600 の教
育機関  ･社会公共事業の支援にも関わり
続 け ま し た 。 医療 で あ れば 、 日 本赤十字
社 、聖路加国際病院など 、教育機関であ
れば 、一橋大学 、日本女子大学 、早稲田
大学などがあ り ます 。そして 、 70 歳でビジ
ネ ス界 を引退 し ますが 、 その後当時悪化
し て い た 日 中 関 係や 日 米 関 係 の 改 善 の
た め の民間外交に も 尽力 し 、 二 度 も ノ ー
ベル平和賞候補に選ばれ る と い う 経歴 も
持 っ てい ま す 。 そ ん な渋沢栄一が 、 創業
当初から掲げている思想が 「論語と算盤 」
です 。論語か ら人格形成を学び 、利益追
求を意味する算盤か ら 、資本主義の利益
主義一辺倒にな らず 、バ ラ ン ス を と る こ と
が大切である と学ぶこ とを意味します 。  
論語とは 、孔子が説いた道徳です 。  

算盤とは 、お金 とモ ノの売 り買い関わる経
済です。  
こ の道徳 と経済 とい う も のは 、人が生 き る
上で欠かすこ とのできないものです 。  
つま り こ の 「 論語 と算盤 」 は生 き方の教科
書とも言える存在です 。  
プロ野球チームの日本ハムの栗山監督が
選手 た ち に配 っ て 読 ま せ た こ と で も 有 名
で 、 大谷翔平の愛読書 と も 言 われてい ま
す 。 ま た 、 利 益主義が一辺倒に な り つ つ
あった中国でも注目された考え方です。  
本書の大 き な 主張は二つあ る 。 一つ は 、
道 義 を 伴 っ た 利 益 を 追 求 せ よ と い う も の
だ 。 そ し て も う 一つは 、自分 よ り 他人 を優
先し 、公益を第一にせよ 、 と い う 主張であ
る 。 要 は 、 金儲け を す る こ と と 、 世 の中に
尽 く す こ と を 両 立 し な さ い 、 と い う わ け で
あ る 。 （ 「 ロ ー タ リ ー の 心 」 そ の も の で あ
る ）  
論語を選んだ理由  
人格形成のベースの本として 「論語 」 を選
ん だ理 由 につ い て 、 渋 沢 栄 一は 「 論 語 」
か ら見えて く る孔子は 「偉大な常識人 」だ
と言 う こ とです 。常識を卓越した特徴を持
つ 偉 人 は 多 く い る が 、 欠 点 や 短 所 も あ り
ま す 。 し か し 、 孔 子 は 特 別 な 長 所 も 短 所
も な く 、 人 を 抜 き ん 出 た 能力や強い個 性
を も っ た天才 ・ 奇才で も ない と言え ます 。
釈 迦や キ リ ス ト の よ う な に な る の は 難 し く
て も 、 孔 子 の よ う に な る の は 難 し く な く 、
偉 大 な 平 凡 人 と 言 え る か ら で す 。 故 に 、
論語は 、平凡な人でも手が届 くか ら こそ 、
政治や哲学 、 宗教的な理念 と い う わ け で
はな く 、 経済的な言語やロ ジ ッ ク と し て汎
用的に表現で き 、 個人の身 を 修め る と い
っ た日常的な実践指導 も可能であ る と 着
目したから と言える 。  
利益重視の経済に道徳心を  
渋沢栄一は 、本書の中で 、経済について
の部分で以下のよ うに述べています。  
現代人 の多 く は 、 た だ 成功 と か 失 敗 と か
い う こ と だ け を 眼中に置いて 、 そ れ よ り も
っ と大切な 「天地の道理 」を見ていない。  
金 儲 け を 品 の 悪 い こ と の よ う に 考 え る の
は 、根本的に間違っている 。  
し か し 儲 け る こ と に熱中 しす ぎ る と 、 品 が
悪 く な るの も た しか であ る 。 金儲けに も品
位 を 忘 れ ぬ よ う に し た 金 儲 け は 悪 い こ と
ではないが 、金儲けに執着 し て し ま う と 、
ど ん な こ と を し て で も 金 儲 け を す る と い う
こ とが目的になってしまい ます 。日本の経
済もその よ う な方向に向かっている よ う に
感 じ た か ら こ そ 、 渋 沢栄一は経 済 と 道 徳
の融合が必要だと感じたのです。  
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2008 年頃にあった リーマンシ ョ ッ ク以来、
こ の 渋 沢 栄 一の 「 論 語 と 算 盤 」 は 再 び 注
目 を浴び始め ま し た 。 そ し て 、 CSR （ 企 業
の 社 会 的 責任 ） も 問 わ れ る 時 代 と な り つ
つあ り ます 。現在では SDGs「 Susta i nab le  
Deve lopment  Goa l s （ 持 続 可 能 な 開 発 目
標 ） 」 の 考 え も あ り 、 株式利益のためだけ
の経営ではな く 、 社会のた めの経営にシ
フ ト してきています 。  
 
成 功 や 失 敗 と い う の は 、 結 局 、 心 を こ

めて努力した人の身体に残るカス （糟粕 ）
の よ う な も の なのだ 。現代の人の多 くは 、
ただ成功とか失敗とかい う こ とだけを眼中
に置い て 、 そ れ よ り も も っ と 大切 な 「 天 地
の道理 」 を 見 て い な い 。 彼 ら は 物事 の本
質をイ ノチ とせず 、カ ス （糟粕 ） の よ う な金
銭や財宝を魂 と し てい る 。人は 、人 と し て
な すべ き こ と の 達 成 を 心 が け 、 自 分 の責
任 を 果 た し て 、 そ れ に 満 足 し て い か な け
れ ば な ら な い 。 成 功 こ そ が 目 的 だ と し て
い た現代 において 、 成 功や失敗 と い う の
は 、 残 り カ ス （ 糟 粕 ） に す ぎ な い と 言 い ま
す 。 つ ま り 過 程 の ひ と つ に 過 ぎ ず 、 道 議
に従い 、 自 分 が なすべ き こ と に 全力 を 尽
く す こ と が 一 番 大 切 で あ る と い う こ と で
す 。社会の基本的な道徳を基盤の上で築
い た 富 で な け れ ば 、 長 続 き は し な い し 、
価値なんてあ りません 。  
この 「論語 と算盤 」 つま りは 「道徳 と経済 」
は 、 時代が変わ っ て も 、 本質的には不変
の 「人間と人間社会の本質 」なのです。  
（ こ こ の と こ ろ を 渋 沢は 、 現代の人の多 く
は 、 た だ成功 とか失敗 とかい う こ と のみを
眼中に置いて 、それよ り も モ ッ ト 大切な天
地間の道理を見ていない 。彼 ら は実質を
生命とする こ と がで きないで 、糟粕に等し
い 金 銭 財 宝 を 主 と し て い る の で あ る 。 人
はただ人たるの務めを完 うするこ とを 心掛
け、自己の責務を果たして行いて 、 も って
安んずる こ とに心掛けねばならぬ 。 と記 し
ている ）  
最後に、渋沢が 『論語と算盤 』の締めく く
りで語った言葉を紹介したい。 「道理 と
は 、天にある太陽や月のよ うに 、いつも明
る く輝いていて 、決して曇るこ とはない 。
だから 、道理と共に行動する者は必ず栄
える 」 。  
 

幹 事 報 告     幹 事  中 村 賢 治  
 
【 理事会報告 】  
・ ３ /10  IM 開催に伴い例会場所変更  
 ｳｲｼｭﾄﾝﾎﾃﾙﾕｰｶﾘ  12 :30 点鐘  

 回覧しますので出欠をご記入下さい  
理事会は 3/17 に延期  

・ 新 入 会員伺いについ て承認 。 回 覧 し ま
す の で ご 確 認頂 き 、 異 議 の あ る 方 は １
週間以内に幹事までお申し出下さい 。  

・ 4/27(木 )親睦 ｺﾞﾙﾌｺﾝﾍﾟ： 中山 CC 承認。
詳細は後日親睦委員会よ り 。  

・ 地区よ り ﾊﾟｷｽﾀﾝ洪水救援基金への依頼
が来てお り ますの で托鉢へのご協力を
お願い致します 。  

・ ５ 月 以 降に例会 を ｺﾛﾅ禍 前 の体制 に変
更する予定です。  

【 報告事項 】  
・ 3/4 環境ｾﾐﾅｰ開催  

・ 次 年 度 短 期 交 換 学 生 は 、 Alexander  

James KANAR 君です。  

・ 4/10(月 ) 12G ｺ ﾞﾙﾌｺﾝﾍﾟ： 本千葉 CC 回

覧しますので 、出欠等ご記入下さい 。  

 

表  彰  
 

ﾏﾙﾁﾌﾟﾙ・ ﾎﾟｰﾙﾊﾘｽ・ ﾌｪﾛｰ第 １回  
  安宅照男会員  

 

お祝い  
 
結婚記念日 ：寺沢会員  

 
 
 

 
佐野会員  
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例 会 行 事   担 当 ： 出 席 委 員 会  

 

ﾃｰﾏ： 文 ・ 行 ・ 忠 ・ 信 と鉄骨工事  
卓話者：山浦恭宏会員  

  

こ ん に ち は 、 本 日 卓 話 を さ せ て 頂 き ま
す 。 出 席委員 会の 山浦です 。 ど う ぞ 宜 し
くお願い致します 。  
令和元年 10 月に入会させて頂いてから ４
年が経 ち ま し た が初めて卓話を させ て頂
きます 。テーマを 「文 ・行 ・忠 ・信 と鉄骨工
事 」 と させて頂き ま し たが 、先ずは私自身
のプロフ ィールからお話しさせて下さい 。  
 
私は昭和 44 年 3 月に習志野市東習志

野で生まれ 、結婚 をす る まで東習志野の
実 家 で 過 ご し ま し た 。 兄 弟 は 兄 と 妹 が い
ます 。私は建築の専門学校を卒業して平
成元年のバブル期に 20 歳で船橋の建設
会社に入社 を し ま し た 。 そ の 会社 では主
に鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 新築工事の施工
管理 、 い わ ゆ る 現 場 監 督 を し て い ま し た
が拘束時間 も長 く休みの予定 も立たない
監督業が嫌で親の会社に行けば楽だろ う
とい う安易な気持ちで 2３歳の時に家業で
あ る 山 浦 鉄工 所に 戻 っ て き ま し た 。 当 時
は父が会社を取 り仕切っていたので私は
思惑通 り １ 従業員 と し て朝 ８ 時か ら夕方 ５
時までの残業のない勤務 、日曜日は必ず
休 め る と い う 思 惑 通 り の 環 境 を 満 喫 し な
が ら働いてい ま し た 。 と こ ろ が １ 年半が過
ぎた こ ろ父が急死 し て し ま い急遽自分で
会社を切り盛 り しな くてはいけない状況に
なって し まいま し た 。父が急死した為 、見
積 り の 仕 方 も 知 ら ず 、 お 客 さ ん の 顔 と 名
前も一致しない といった右も左も解らない
中 、がむしゃ らに仕事を こな して も自分の
給 料 が 取 れ な い 時 も あ り 苦 し か っ た 事 も
あ り ま し たが周 りの人に助けられ 、気にか
け て 頂 い て 何 と か 今 日 ま で 来 ま し た 。 父
が亡 くなった翌年 ２ ５歳で結婚を して二人
の子供に恵 ま れて二人 と も 社会人 に な り

家 を出て行 き今は妻 と 二人暮 ら し の生活
をしています 。  
 
次に会社の成り立ちです 。  

山浦鉄工所 と し て 昭和 ４ ５ 年 に習志野 市
の 東 習 志 野 の 自 宅 の 庭 先 で 父 が 創 業 し
ま した 。当時 、周 りは未だ住宅も少なかっ
た為 、自宅の庭先で小 さな工場を構え鉄
工所 と し て木造住宅の門扉やベ ラ ンダ な
ど を作 っ てい ま し た が次第に近隣に住宅
が 建 ち 始 め 騒 音 な ど の 問 題 も 出 だ し た
為 、 昭和 ５ ４ 年 に 今の八千代に工場 を移
転しました 。  
八千代に工場を設けてからは多少工場も
広 くな り天井 ク レー ン も あった為 、小規模
の鉄骨工事もや る よ う になっていま し た 。
鉄骨屋 と 鉄筋屋 さ ん と は混同 されが ちで
すが 、鉄筋工事はコンク リー トの中に入っ
てい る丸い細い鉄筋を施工す る業者 さん
です 。 なので鉄筋を組んで型枠で囲っ て
コ ン ク リ ー ト を 流 し 込んだ柱梁を骨組 と し
た 建 物 に な り ま す 。 そ れ に 対 し て 鉄 骨 と
は H 鋼や角パイプなどの柱に H 鋼などの
梁を組み合わせた柱梁そのものが建物の
骨組みとな り ます 。  
私が ２ ３ 歳 の時 に自分の会社に戻 っ て き
た頃は鉄骨の階段や小規模の鉄骨 、あ と
は 古 く な っ た 階段 やベ ラ ン ダ な ど を 現地
へ行 っ て 直す と い っ た 鉄 を 切 っ た り 溶 接
した りする事を色々とやっていました 。  
今 も 作業 の 内容 は あ ま り 変 わ り ま せ ん が
扱 う 物 が 多 少 大 き く て も 対 応 で き る 様 に
な りました 。  
扱 う物が大き くな る とい う事は小規模の鉄
骨が中規模に な る と い う 事 で 、 小 規 模 の
鉄骨の頃は資格等 を求め ら れ る事 も 無 く
加工が出来ていました 。  
それが 、 それな り の規模や公共工事的な
工 事 に な っ て く る と 鉄 骨 屋 と し て の 資 格
が必要に な っ て き ま す 。 鉄 骨屋 の資格 と
は 国土 交通省が 認定す る 工場 の製 作能
力の事で設計図書にこの資格を持った鉄
骨屋で製作しな さい 。 と い う記載が されま
す の で 設 計 図 書 で 指 示 さ れ た 認 定 資 格
がないと原則その工事は出来ません 。  
その資格 と は業界 では認定 と か グ レ ー ド
とかいわれ 、 ５ つの ラン クに分かれていて
Ｊ （ ジ ュ ニア ） Ｒ （ レ ギ ュ ラー ） Ｍ （ ミ ド ル ） Ｈ
（ハ イ ） Ｓ （ スーパー ） とな り ます 。  
何が違 う か と い う と 、 溶 接で き る 板の厚 さ
と施工できる建物の大きさが変わり ます 。  
板厚に関 し ては解 りづ ら いので施工規模
で簡単に説明す る と施工で き る建物大 き
さが Ｊ グ レー ド で延床 ５ ０ ０ ㎡ まで高 さは １
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３ ｍ までで Ｒグレー ドは延床で 3,000 ㎡高
さは ２ ０ ｍ まで と な り ます 。 その上のＭ ・ Ｈ
・ Ｓ は床面積や高さの制約があ り ません 。
ＭＨ Ｓの違いは扱え る板の材質や厚みが
違 う く ら い で す 。 う ち は Ｒ グ レ ー ド な の で
延 床 3,000 ㎡ の 高 さ が ２ ０ ｍ 迄 と な り ま
す 。 こ の グ レ ー ド （ 認 定 工 場 ） と い う 物 は
工 場 の 製 作 能力 に 対 す る 認 定 資 格 な の
で 本 社 が 東 京 で も 千 葉 県 に 工 場 が あ れ
ば工場の所在地で登録され ます 。なので
千葉県に工場がある会社は概ね 、千葉県
鉄 骨 工 業 会 （ 全 国 鉄 骨 評 価 機 構 ） と い う
団体に加盟し てい ます 。千葉県で認定を
持 っ て い る鉄骨屋は ７ 割 ほ ど が こ の 工業
会 に 入 っ て い ま す 。 加 盟 工 場 は ６ ２ 社 で
グレー ド を取得している工場はその内 、 ４
６社で内訳はＨグレー ドが ８社 、Ｍグレー
ド が ２ ４ 社 、 Ｒ グ レ ー ド が １ ４ 社 で Ｊ グ レ ー
ド は施工で き る 規 模が小 さ い為取 っ て い
る と ころは今の ところいません 。  
その他に （工業会以外の組織の日本鉄骨
評 価 セ ン タ ー で も 認 定 取 得 が で き る の
で 、そち らで認定を取っているのは Ｈ ３社
・ Ｍ ７ 社 ・ Ｒ ４ 社 ） な の で 、 千 葉 県 の 認 定
工場は全体で ６ ０ 社 ほ ど で す 。 他 県の鉄
骨屋さんが製作をして千葉県内に運び込
んで組み上げ る工事 も あ るので認定を持
っ てい るか ら千葉県の工事を独占出来 る
とい う わけでも ないので安泰とい う状況で
は な く 、 持 っ て い な い と ス タ ー ト ラ イ ン に
立てない とい うのが現状です。  
 
そ も そ も そ の 認定 を 取 る に は資格者 と

し て 、製作を管理する鉄骨製作管理技術
者 と溶接を管理す る溶接管理技術者 。そ
れ と 検 査 を す る 為 の 建 築 鉄 骨 製 品 検 査
技 術 者 と 溶 接 技 能 の 専 門 級 を 保 持 す る
技能者がそれぞれ必要な為 、先ず 、社員
でその資格を取る こ とか ら始ま り ます 。  
その資格を揃えて 、次に工場設備ですが
天井 ク レー ンや溶接機 ・ 検査機器な ど必
須 設 備 を 整 え な が ら 社 内 基 準 と い う う ち
の 工 場は 鉄骨 を 作 る の に こ う い う 基 準 で
作ります とい う書類を整備します 。  
そ う し てやっ と申請が出来ます 。 う ちは申
請する準備期間 と して ２年ほ ど掛か り ま し
た 。最初は 2004 年に申請をしました 。先
ず事前に書類を送って書類審査が終わ り
工 場 に 審 査 員 が 二 人 来 て 書 類 と 実 態 が
合致 し てい るか？又 、 それぞれの技術者
たちが本当に社内基準に沿って仕事をし
ているか？それぞれの資格の内容を本当
に理解しているかの質疑応答形式の審査
が 行 わ れ ま す 。 審 査 員 は 大 手 の 設 計 事

務所の設計士と大学の建築系の教授が く
る の で本当 に理解 し て い な い と 直 ぐ に不
信 感 を 持 た れ て し ま い ま す 。 だ い た い ９
時頃来て １ ５ 時頃 まで色々 とチ ェ ッ ク を さ
れてその日その場でその二人の協議によ
って合否が伝えられます 。  
最初のチャレンジの 2004 年は設計事

務所 の 審 査 員 に ず い ぶ ん 詰 め 寄 ら れ 不
合格と されました 。 そ う し て翌年 2005 年
に再チャレンジで晴れて合格 とな り Ｒ グレ
ードの認定工場とな り ました 。  
そ の 事 を 、 仕 事 を 依 頼 し て く れ て い る 会
員 の 万 葉 建 設 の 佐 々 木会員 に 報 告 し た
所 「 山ちゃん と こ も やっ と鉄骨屋っ て言え
るね 」 と 言 っ て も ら い嬉 し か っ た記憶があ
ります 。  
その認定 も ５ 年毎の更新なのでそれぞ

れの資格も更新試験や講習を受けながら
維持 し てお き なが ら ５ 年毎に設計事務所
と大学教授が く る認定資格の更新を続け
てい ます 。 ５ 年 の間に技術の進歩や新た
な材質の材料が使われる様にな っ た り す
る の で 更 新 時 に は 社 内 基準 の 再 整 備や
材料の管理方法などの対応が必要にな り
ます 。  
 
い よ い よ 、 文行忠信が社是になっ た経

緯ですが、直近の 2020 年の更新時に社
内 整 備 の 類 で 品 質 保 証方 針 を 定 め る 事
が追加項目 と な っ て い て 、 そ れ ま で は品
質 保 証 方 針 な ん て も の は 社 内 整 備 の 必
須事項に な っ てい なか っ た の で う ち の会
社にはあ り ませんでした 。 しか し書類審査
の項目で新たに必須項目になったので作
ら け れ ば い け な い 状 況 に な っ た の で す
が 、 そ も そ も 経 営 理念 も 社訓 も 無 い状況
で し た の で こ れ を 機 会 に ど う い う 理 念 で
仕 事 を し 、 ど う い う 事 を 社 員 に 望 む か 会
社の基本 ス タ ン ス は 何 か ？ を 考 え て 、 社
是を定めよ う と思いました 。  
そ う 思 っ た と き に 以 前 あ る 方 に 頂 い た

本を読み返し 「 文 ・行 ・ 忠 ・ 信 」 にた ど り着
きました 。文は学ぶこと 、行は行 う こ と 、忠
は誠実であ る こ と 、 信は偽 りの ない こ と！
この考えは普段の生活においても会社に
と っ て も大切な考えだ と思い社是 と し ま し
た 。 学 ん で 資 格 を 取 る 、 維 持 す る 為 に も
学び 、学んだ知識を以って鉄骨の製作を
行 い 、 誠 実 に仕事 に あ た り 、 そ の 中 で偽
り を生 まない事！建物の主要な骨組を作
る会社 と して大切なこ とが現わ されている
と思っています。  
学ぶ と い う 部分においては 、 認定工場

と し て最低 ５人の資格者が必要 とな り 、 そ
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の ５人の種類は鉄骨製作管理技術者 ・溶
接管理技術者 ・製品検査技術者 ・超音波
探傷検査技術者 ・ 溶接技能者 と な り 技術
の進歩や法改正などがあ る為 、全ての資
格が決まった年数で更新試験ないし講習
があ り ます 。 そ う し て学んだ知識を以って
鉄骨の製作を行い ます 。学んで も学んだ
知識を以って行わなければ意味の無いも
のになって し まい ます 。 そ う し て仕事を行
う 中 で 大 切 な こ と が 忠 で 表 さ れ る 誠 実 で
あ り 自 己 （ 自 分 ） の 内 面 に お い て 作 業 の
一つ一つを丁寧に大切に取 り組む事だ と
思います 。  

 
そ し て 文 行 忠 信 の 最 後 の 信 は 欺 か な

い事 ・偽 りのないこ とです 。  
近年の鉄骨工事は鋼材の材質 が多様

化してお り 、 ３ ０ 年ほ ど前は殆どの建物が
柱梁板共に Ｓ Ｓ材 とい う材質の物でした 。
それが今は Ｓ Ｓ に加えて 、 Ｓ Ｎ ・ Ｓ Ｍ ・ Ｂ Ｃ
Ｒ な ど が流通す る よ う に な り 全体 で は ３ ５
種 類 ほ ど に 細 分 化 さ れ て い て 、 よ く 使 わ
れ る も の だ け で も １ ３ 種 類 ほ ど あ り ま す 。
見た目では区別がつかないので材料屋さ
ん か ら 入 っ て 来 た と き に 自社 に て マ ー キ
ン グ を し て 材 料 管 理 を 行 い ま す 。 こ れ も
社 内 基 準 で マ ー キ ン グ の 識 別 の 方 法 が
定 め ら れ て い ま す 。 製 作 途 中 に 「 こ の 板
が一枚足 りないか らそこにあるのを使っち
ゃえ 」 み たいな事を起 こ さ ない為に も偽 り
＝ 相 手 を 欺 か な い 事 す な わ ち 信 が 大 切
に な り ま す 。 新 築 の 鉄 骨 工事 だ け で な く
階 段 や 手 摺 な ど の 現 場 で の 補 修 工事や
鉄の蓋 １ 枚 を作 る少量の製作において も
文行忠信の信念を社員 と共有し ていき た
いと思っています 。  

 
振 り 返れば勉強 も嫌いで誠実 さ も 持た

ず偽 り 続 き の 十代 を 過 ご し て き て 安易 に
家業を継ぎましたが今は製作管理の勉強
をし 、資格を取 り誠実でいたいと思 う日々
を過ごしています 。  

 
その様な日々 を今過 ご し て い る の も 要

所 要 所 に お い て 人 と の 出 会 い で 助 け ら
れ 、 考 え 方 を 教 え ら れ た か ら だ と 思 い ま
す 。 人 と の出会いに よ る 思考の変化に感
謝 を強 く 感 じ て い ます 。 こ の ロ ー タ リ ー ク
ラ ブ に入会 させ て頂いた事 も 出会いに よ
るいい意味での思考の変化 と 、 出会いだ
と思っていますので誠実に嘘偽 りな く皆さ
ん と お付 き合い を さ せ て頂 き学ばせ て頂
きたい と思っていますので これから も宜し
くお願い致します 。  
 

幹 事  中 村 賢 治  
 

ﾊ ﾟ ｷ ｽ ﾀﾝ洪 水 救 援 基金 の托 鉢 は 、 ５ 万 円
の ご賛同 を頂 き ま し た 。 ご 協力 あ り が と う
ございました 。  
 
ニ コニコ BOX～         ￥ 40 , 000-  
 
☆めでた く結婚 40 周年を  

迎える事が出来ました 。  佐野  
☆結婚 48 年にな り ます 。  寺沢  
☆ 山 浦 さ ん 卓 話 楽 し み に し て い ま す ☆  
浅野正敏 ・ 中村 ・ 池田 ・ 市原 ・ 花島 ・ 菊川  
浅野正幸 ・齋藤昌宏 ・佐久間 ・江頭 ・江口  
飯 田 ・ 植 村 ・ 松 戸 ・ 遠 藤 ・ 永 田 ・ 安 宅  
寺 沢 ・ 風 間 ・ 及 川 ・ 鈴 木 ・ 谷 田 貝 ・ 稲 山  
君塚 ・杉 ・上代  
☆山浦さんごめんなさい 。  

大遅刻しました 。  三井  
☆節分の日にまた車を盗まれて 、へ こん
でます 。皆さん もお気を付けて！佐々木  
☆橋本会員、中間報告 ﾋﾟﾝﾁﾋｯﾀｰ  

有難うございました 。  安宅  
☆久々の例会参加です。  

すみませんでした 。  安宅  
 
～友愛 BO X～          ￥ 9 , 0 0 0 -  
 
☆本日卓話させて頂きます 。  

よろし くお願い致します 。  山浦  
☆山浦会員卓話 よ ろ し く お願 い し ます☆  
中島貞好 ・ 佐野 ・ 古川 ・ 渡邊 ・ 宮野 ・ 栗原  
杉山  

 近 隣 ク ラ ブ 例 会 日  
火 曜 日  四 街 道 R.C 
火 曜 日  八 千 代 中 央 R.C 
水 曜 日  習 志 野 R.C 
水 曜 日  佐 倉 中 央 R.C 
木 曜 日  佐 倉 R.C 
木 曜 日  習 志 野 中 央 R.C 

  例 会 場  
四 街 道 ゴ ル フ ク ラ ブ  

ウ ィ シ ュ ト ン ホ テ ル ・ ユ ー カ リ  
習 志 野 商 工 会 議 所 会 館  
第 1ｳｨｼｭﾄﾝﾎﾃﾙ･ﾕｰｶﾘ第 3夜 間 ｵﾘﾍﾞｰﾄ 
フ ラ ン ス 料 理  シ ェ ・ ム ラ      

習 志 野 商 工 会 議 所 会 館     ２ 月 の ロ ー タ リ ー レ ー ト  １ ド ル ￥ １ ３ ０ - 

 会 員  

総 数  

出 席  

対 象 者  
出 席 者  ％  

２ /10 ５ ３  ４ ９  ４ ５  91.84 

■クラブ広報委員会  委員長 :田村隆治  副委員長 :久土地  剛  
■ 出 席 委 員 長  山 浦 恭 宏 ※ 欠 席 の 際 は 必 ず 火 曜 日 迄 に 出 席 委 員 長 に 連 絡 し て 下 さ い  
■例会日  金曜日 12:30～ 13:30  
■例会場  ﾊﾟｯｿ･ﾉｳﾞｨｰﾀ（〒 276-0049 八千代市緑が丘 1-1-1 公園都市プラザ 1F）  


